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人口： 562,681 人　2022（令和 4）年 6 月１日現在
面積：186.38 平方キロメートル
https://www.city.hachioji.tokyo.jp

八王子市 人口：130,684 人　2022（令和 4）年 6 月１日現在
面積：103.31 平方キロメートル
https://www.city.ome.tokyo.jp

青梅市
D A T A D A T A

　

東
京
都
の
森
林
循
環
促
進
事
業
を
行
う

東
京
都
農
林
水
産
振
興
財
団
で
は
、
ス
ギ

花
粉
発
生
源
対
策
と
し
て
、
ス
ギ
林
の
伐

採
と
花
粉
の
少
な
い
ス
ギ
へ
の
植
え
替
え

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
東
京
都
福
祉
保
健

局
の
調
査
に
よ
る
と
、
２
０
１
６
（
平
成

28
）年
度
の
都
内
に
お
け
る
ス
ギ
花
粉
症
推

定
有
病
率
は
48
・
８
％
で
、
10
年
前（
28
・

２
％
）に
比
べ
て
大
き
く
割
合
が
増
え
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ス
ギ
は
植
林

か
ら
30
年
を
過
ぎ
る
と
本
格
的
に
花
粉
が

発
生
す
る
と
い
わ
れ
て

お
り
、
成
熟
し
た
多
摩

地
域
の
森
林
か
ら
は
多

く
の
花
粉
が
飛
散
し
て

い
る
状
態
で
す
。

　

同
財
団
花
粉
対
策
室

長
の
高
木
章
雄
さ
ん
は
、「
東
京
都
で
は
関

係
16
局
に
よ
り
花
粉
対
策
本
部
を
構
成
し

て
お
り
、
そ
の
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
こ

の
森
林
循
環
促
進
事
業
が
あ
り
ま
す
」
と

説
明
。
２
０
０
６（
平
成
18
）年
か
ら
多
摩

地
域
を
中
心
に
伐
採
・
植
え
替
え
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
民
間
で

の
伐
採
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る

と
、
同
室
課
長
補
佐
の
西
澤
敦
彦
さ
ん
は

言
い
ま
す
。

　
「
輸
入
材
が
台
頭
し
国
産
材
の
価
格
が

下
が
る
と
と
も
に
、
人
件
費
や
伐
採
搬
出

の
経
費
が
高
騰
し
た
こ
と
が
原
因
で
す
」

　

東
京
の
森
林
の
伐
採
が
滞
り
、
東
京
の

木
材
市
場
の
継
続
も
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
と

な
り
、
都
の
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
森

林
所
有
者
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な
る

伐
採
・
植
林
・
保
育
を
請
け
負
い
、
民
間

に
委
託
す
る
か
た
ち
で
遂
行
し
、
20
〜
30

年
の
保
育
の
の
ち
に
生
長
し
た
森
林
を
所

有
者
に
受
け
渡
す
と
い
う
の
が
、
こ
の
事

業
の
特
徴
で
す
。
現
在
、
東
京
の
原
木
市

場
に
入
荷
す
る
多
摩
産
材
の
約
80
％
が
同

事
業
に
よ
る
木
材
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

森
林
循
環
の
大
事
な
要
素
で
あ
る
木
材

の
活
用
に
つ
い
て
も
、

同
財
団
で
は
精
力
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

森
林
循
環
促
進
事
業
に

よ
り
収
穫
さ
れ
た
木
は
「
東
京
の
木
多
摩

産
材（
愛
称
：
と
う
き
ょ
う
の
木
）」と
し
て

認
証
さ
れ
、
市
場
に
出
荷
さ
れ
ま
す
。
現

在
、
と
う
き
ょ
う
の
木
は
Ｊ
Ｒ
青
梅
線
奥

多
摩
駅
（
奥
多
摩
町
）
な
ど
の
交
通
施
設
、

Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｓ
（
立
川
市
）

や
ｎ
ｏ
ｎ
ｏ
ｗ
ａ
武
蔵
小
金
井
（
小
金
井
市
）

な
ど
の
商
業
施
設
、
ま
た
多
摩
信
用
金
庫

本
店（
立
川
市
）な
ど
、
た
く
さ
ん
の
人
が

行
き
交
う
施
設
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

森
林
循
環
促
進
事
業
と
と
う
き
ょ
う
の

木
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
花
粉
の
少
な
い

森
づ
く
り
運
動
担
当
課
長
の
河
野
章
さ
ん

が
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
森
林
事
業
は
か
な
り
ス
ケ
ー
ル
が
大
き

く
、
短
い
ス
パ
ン
で
事
業
効
果
を
測
る
こ

と
が
難
し
い
事
業
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

花
粉
対
策
や
環
境
改
善
と
い
う
森
林
循
環

が
果
た
す
役
割
を
Ｐ
Ｒ
し
、
多
く
の
人
の

目
に
触
れ
、
都
民
の
理
解
を
得
る
こ
と
が

重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

河
野
さ
ん
が
担
当
す
る「
花
粉
の
少
な
い

森
づ
く
り
運
動
」で
は
、
寄
付
を
募
る
と
と

も
に
、
植
林
や
木
工
教
室
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
で
き
る
会
員
制
度
を
設
け
た
り
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
の
情
報
発

信
も
行
う
な
ど
、
森
林
循
環
や
と
う
き
ょ

う
の
木
の
認
知
向
上
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
「
東
京
の
森
林
や
と
う
き
ょ
う
の
木
と

い
う
存
在
を
ま
ず
は
知
っ
て
も
ら
い
、
一

般
の
方
々
が
東
京
の
木
を
意
識
し
て
使
う

と
い
う
行
動
変
容
に
つ
な
げ
、
最
終
的
に

は
森
林
産
業
の
発
展
に
貢
献
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
」

多摩産材の利活用例
日野市 京王あそびの森HUGHUG

「
と
う
き
ょ
う
の
木
」を

循
環
さ
せ
る
に
は

公益財団法人
東京都農林水産振興財団

花粉対策室と花粉の少ない森づくり運動担
当の皆さんが働く東京都青梅合同庁舎の1F
にある多摩産材情報センター（詳細は右下
コラム参照）。森林循環促進事業で伐採され
たスギ・ヒノキが、木のぬくもりを感じる
家具や遊具、玩具として様々に活用されて
いることがわかる。

上右＆中：スギ伐採の様子　下左：花粉の少ないスギを植栽する様子

東京の木多摩産材
（とうきょうの木）の

ロゴマーク

森の事業課花粉対策室　
課長補佐

西澤 敦彦さん

森の事業課花粉対策室
室　長

高木 章雄さん

花粉の少ない森づくり運動担当　
課　長

河野 章さん

花粉の少ない森づくり運動みんなで
できる！ 

❷ みんなでサポート
企業の森

企業や団体が、森林整備相当
額の寄付や森林ボランティ
アなどの活動を通して行う
森づくりです。森林所有者、
東京都農林水産振興財団と
10年間の協定を結びます。

❸ ずっとサポート
森づくり支援倶楽部

「花粉の少ない森づくり運動」
を継続的にサポートできる会
員制度です。森林整備や事業
の普及啓発活動を行います。
※ ①に一定額以上を寄付したすべての
方が会員となります。

❶ すぐにサポート
花粉の少ない
森づくり募金

クレジットカード決済や
銀行振込などで気軽に個
人でできます。花粉の少
ないスギなどへの植え替
えに充てられる募金です。

詳しくは  https://moridukuri.tokyo

健全な森林の循環を維持するために、誰にでもできるサポートがあります

森
林
循
環
を
促
進
さ
せ
る

都
民
の
理
解

多摩産材情報センター
多摩産材の利用促進と多摩地域の林業・木材産業の
活性化を目的とし、多摩産材の利用者と供給者との
マッチングを行う窓口。センター内には東京のスギ
とヒノキを使った住宅の構造材や内装材、什器など
が展示され、実物の多摩産材に触れることができる。

詳しくは  https://tamasanzai.tokyo
青梅市河辺町6-4-1 青梅合同庁舎1F
（JR青梅線河辺駅徒歩10分）

╲とうきょうの木についてもっと知りたい／

多摩産材の利活用例
奥多摩町 奥多摩駅舎の外観
写真提供：東日本旅客鉄道株式会社

公益財団法人
東京都

農林水産振興財団

お話を
伺いました


